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貴いことに用いる器

「人よ、神に口
くち

答
ごた

えするとは、あなたは何者か。造
つく

られた物が造った

者に、『どうしてわたしをこのように造ったのか』と言えるでしょうか。

焼き物師
し

は同じ粘土
ね ん ど

から、一つを 貴
とうと

いことに用いる 器
うつわ

に、一つを貴

くないことに用いる器に造る権限
けんげん

があるのではないか。

神はその怒
いか

りを示
しめ

し、その力を知らせようとしておられたが、怒り



の 器
うつわ

として滅
ほろ

びることになっていた者たちを寛大
かんだい

な心で耐
た

え忍
しの

ばれ

たとすれば、それも、憐
あわ

れみの器として栄光
えいこう

を与えようと準備してお

られた者たちに、御自分の豊かな栄光をお示しになるためであったと

すれば、どうでしょう。

神はわたしたちを憐れみの器として、ユダヤ人からだけでなく、

異邦人
いほうじん

の中からも召
め

し出
だ

してくださいました。」 （ローマ 9：20～24）

その器が貴いことに用いられる器となるか、あるいはまた貴くないこ

とに用いられる器となるか、それはすべて焼き物師の手にかかっている。

即
すなわ

ち、 真
まこと

の焼き物師であられる主
しゅ

なる神の御手
み て

の中に、すべてはに

ぎられている。そして主は、出来そこないの器をも、もう一度練
ね

り直し

て貴きに用いられる器にすることも可能なのである。

貴いことに用いられる器として、主はイスラエルを選民
せんみん

として立てら

れたが、私達異邦人
いほうじん

をも、憐れみによって主のお役に立つ器とすること

がお出来になる。

「だから、心に留
と

めておきなさい。あなたがたは以前には肉によれば異

邦人であり、いわゆる手による割礼
かつれい

を身に受けている人々からは、割

礼のない者と呼ばれていました。また、そのころは、キリストとかか

わりなく、イスラエルの民に属
ぞく

さず、約束を含む契約
けいやく

と関係なく、こ

の世の中で希望を持たず、神を知らずに生きていました。

しかしあなたがたは、以前は遠く離れていたが、今や、キリスト・イ

エスにおいて、キリストの血によって近い者となったのです。

実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを一つ

にし、御自分の肉において敵意
て き い

という隔
へだ

ての壁
かべ

を取り壊
こわ

し、規則
き そ く

と戒
かい

律
りつ

ずくめの律法
りっぽう

を廃棄
は い き

されました。



こうしてキリストは、双方
そうほう

を御
ご

自分において一人の新しい人に造り上
あ

げて平和を実現し、十字架を通
とお

して、両者を一つの体として神と和解さ

せ、十字架によって敵意を滅
ほろ

ぼされました。

キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、

近くにいる人々にも、平和の福音
ふくいん

を告
つ

げ知らせられました。

それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一つの霊
れい

に結

ばれて、御
おん

父に近づくことができるのです。従
したが

って、あなたがたはも

はや、外国人でも寄留者
きりゅうしゃ

でもなく、聖
せい

なる民
たみ

に属する者、神の家族で

あり、使徒
し と

や預言者
よげんしゃ

という土台
ど だ い

の上に建
た

てられています。

そのかなめ石はキリスト・イエス御
ご

自

身であり、キリストにおいて、この建物

全体は組み合わされて成長し、主におけ

る聖なる神
しん

殿
でん

となります。キリストにお

いて、あなたがたも共
とも

に建てられ、霊
れい

の

働きによって神の住
す

まいとなるのです。」

（エフェソ 2：11～22）

あゝ、何という主の寛大
かんだい

な導
みちび

きであることか。神なくキリストなく救
すく

いなくイスラエルの民
みん

籍
せき

に遠く、何の希望も持てなかった者であるのに

イスラエルと同じ神の家族、聖なる神殿
しんでん

、神の住まいと変えて下さるの

である。

ただ心より神は愛なり！！ と叫
さけ

ばずにおられない。

「兄弟たち、あなたがたが召
め

されたときのことを、思い起
お

こしてみなさ

い。人間的に見て知恵のある者が多かったわけではなく、能力
のうりょく

のある

者や、家柄
がら

のよい者が多かったわけでもありません。



ところが、神は知恵ある者に恥
はじ

をかかせるため、世の無学な者を選
えら

び、

力ある者に恥をかかせるため、世の無力な者を選ばれました。また、神

は地位ある者を無力な者とするため、世の無
む

に等
ひと

しい者、身分の卑
いや

しい

者や見下
み さ

げられている者を選ばれたのです。

それは、だれ一人、神の前で誇
ほこ

ることがないようにするためです。神

によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、このキリストは、わ

たしたちにとって神の知恵となり、義
ぎ

と聖
せい

と 贖
あがな

いとなられたのです。

『誇
ほこ

る者は主を誇れ』と書いてあるとおりになるためです。」

（コリントⅠ 1：26～31）

奇
く

しき主の選び・・・

無学な者、無力な者、身分の卑
いや

しい者、見下
み さ

げられている者をあえて

選び、知恵を与え、美
び

なる者、聖
せい

なる者と変えて下さるのである。

茶道
さ ど う

の世界でも貴いとされている名碗
めいわん

は、みんなから珍重
ちんちょう

されてまこ

とに結構
けっこう

なことである。しかし、あまりかえりみられない茶碗であって

も亭主
ていしゅ

が愛情を注
そそ

いで、これもまた良い味わいがあるではないかと引き

上げ、客人
きゃくじん

に出せば“なるほど”と、見直
なお

され良い茶碗になることを忘

れてはならない。高価
こ う か

なものだけが名碗なのではなく、安い値
ね

のもので

も、その特長を見い出し活用
かつよう

すれば名碗ともなることを忘れてはなるま

い。

最近、ひょんな事で手に入った志野
し の

の茶碗がある。

最初は『志野のイメージからかけ離れた茶碗だな―。』と敬遠していたが、

じっと見入
み い

ると、えも言えぬ品格があるのに気付き入手して、つらつら

ながめるに、朱
しゅ

の色と、いびつになった 形
かたち

がたまらなく良く見え、東日

本大震災の津波で押し流され、再び建立
こんりゅう

された自分の郷里（北茨城市）

の近くの五
い

浦
づら

海岸のベンガラ色の六角堂
ろっかくどう

とだぶり、その志野
し の

茶碗に“ 六

角堂 ”との銘
めい

をつけたのであった。



その後
ご

、奇しきことに福井県の越前
えちぜん

焼
やき

の陶芸館
とうげいかん

で同じ作者の茶碗に出

会い、その人が山田和
かず

という大変有名な陶芸家であることを知り、改
あらた

め

て値の高さに驚いたことであった。

さらに吉報
きっぽう

は続く・・・

５月２３日午前１０時、陶芸家のＮ氏より作詞・作曲４万曲を記念し

てのお祝いの抹茶
まっちゃ

碗が本人よりもたらされた。

それは、侘
わ

び寂
さび

とはこのような色と 形
かたち

をしたものだろうと思わせる名

碗で、外側
そとがわ

の面
めん

に高山右近と白く彫
ほ

り込まれ、割
わり

高台
こうだい

の中には控
ひか

え目に

４００００曲と刻
きざ

まれ、また内側にはしぶい白の十字架がやわらかく

慈悲
じ ひ

深く、控
ひか

え目に描
えが

かれ、どこから見てもまことに最高傑作
けっさく

と呼ばず

におられない名碗で、私が作る讃美歌４万曲の先取りとして献納
けんのう

され、

心が沸
わ

き立つ。

ただ感謝！ ハレルヤ

貴きに用いられる器、しかも侘
わ

び寂
さび

をともなって・・・

私達は主の御
み

手に一切
いっさい

を委
ゆだ

ね、一人一人を貴いことに用いられる器と

することがお出来になると信じて、その最善
さいぜん

の業
わざ

を 疑
うたが

わない日々を過ご

さねばならない。

抹茶
まっちゃ

茶碗
じゃわん

からも深い聖書の意義
い ぎ

を教えられるのである。
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